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（１）令和２年度 総合戦略の指標および重要業績評価指標の実績値について 

  資料１  

【概要】 

平成２８年３月に策定した「草津市まち・ひと・しごと創生総合戦略」では、３つの戦略

目標と７つの戦略プロジェクトを定めており、それぞれに目標となる指標や KPI(重要業

績評価指標)を設定し、この指標等の達成に向けた事業(令和２年度：約１００億円、１０

１事業)を実施しています。 

令和２年度においては、新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受け、指標等の達

成状況は芳しくなかったものの、総合戦略の取組の中には徐々に成果も現れているも

のもあり、また、第６次草津市総合計画の計画期間中には、人口減少局面を迎えるこ

とが見込まれていることから、今後、より一層の地方創生の取組を進めていく必要があ

ります。 

【令和２年度実績値の結果】 

◆ 戦略目標 

１．目標値（Ｒ2）を達成している指標 なし 

２．前年度（Ｒ1）から上昇した指標 （２－１） 

３．前年度（Ｒ1）から下降した指標 （１）、（２－２）、（３） 

４．現状値（Ｈ26）から上昇した指標 （２－１）、（３） 

５．現状値（Ｈ26）から下降した指標 （１）、（２－２） 

※（２）の指標のうち、「まちに誇れるもの（ブランド）があると思う市民の割合」を（２－１）、 

 「ＪＲ草津駅・南草津駅乗車人員（年度間１日平均）を（２－２）としている。 

※⑤「観光入込客数」は、暫定値（令和３年１２月頃に実績値確定予定） 

⑦「健康寿命（平均自立期間）」は令和３年度末頃に実績値確定予定 

 

◆ 戦略プロジェクト 

１．目標値（Ｒ2）を達成している指標 ①、⑥ 

２．前年度（Ｒ1）から上昇した指標 ①、②、③、⑥ 

３．前年度（Ｒ1）から下降した指標 ④、⑤ 

４．現状値（Ｈ26）から上昇した指標 ①、②、③、④、⑤、⑥ 

５．現状値（Ｈ26）から下降した指標 なし 
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（２）令和２年度地方創生関連交付金事業の効果検証について 

 資料２－１、２－２  

【概要】 

 令和２年度に交付を受けた地方創生推進交付金と地方創生拠点整備交付金の対

象事業について、事務局として「事業効果」と「今後の方針」としてまとめましたので、こ

れらを踏まえて、草津市まち・ひと・しごと創生推進懇話会において、「事業の評価」を

お願いするものです。 

「事業の効果」や「今後の方針」の基準は、資料２－１，２－２の下段（※１、※２、※３）

に記載のとおり国から示されています。 

 

【地方創生推進交付金】 

事 業 名 要因分析を活用した健康寿命延伸プロジェクト 

事 業 効 果 地方創生に効果があった 

理 由 

新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受け、事業が実施でき

ずＫＰＩの達成ができなかった取組があるものの、事業開始前と比

べ、すべてのＫＰＩが上昇しており、取組に一定の効果があったも

のと判断できるため。 

今後の方針 事業の継続 

理 由 
令和３年度は、全てのＫＰＩについて、実績値が目標値を上回る

よう、関係市町と引き続き連携し、取組を進めるため。 

 

事 業 名 ビワイチ推進プロジェクト 

事 業 効 果 地方創生に効果があった 

理 由 

新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受け、令和２年度として

はＫＰＩの達成状況は芳しくなかったものの、事業開始前と比べ、

すべてのＫＰＩが上昇しており、取組に一定の効果があったものと

判断できるため。 

今後の方針 事業の終了 

理 由 

令和２年度末で、「ビワイチ推進プロジェクト～「ビワイチサイクリ

ングランド」を自転車観光の聖地へ～」の計画期間が終了したた

め。 
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【地方創生拠点整備交付金】 

事 業 名 常盤学区における地方創生拠点整備プロジェクト 

事 業 効 果 地方創生に効果があった 

理 由 

新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受け、令和２年度として

はＫＰＩの達成状況は芳しくなかったものの、事業開始前と比べ、

すべてのＫＰＩが上昇しており、取組に一定の効果があったものと

判断できるため。 

今後の方針 事業の継続 

理 由 

常盤まちづくりセンターを拠点とした農業振興や地域活性に関

する事業等を、地域の協力のもと実施するとともに、先行事例地へ

の研修・講演会の開催等を進め、地域の特色を活かしたコミュニテ

ィビジネスの展開を推進していくため。 

 

 

（３）令和３年度地方創生関連交付金事業について 

  資料３－１、３－２  

 令和３年度においても、以下の地方創生推進交付金事業を引き続き実施します。 

なお、令和３年度に実施している事業の評価は、令和４年度において、（２）と同様

に「事業効果」と「今後の方針」について、草津市まち・ひと・しごと創生推進懇話会に

おいて検証いただく予定をしています。 

 

地方創生推進交付金 

① 要因分析を活用した健康寿命延伸プロジェクト 

② 健康でエコなマイクロツーリズム推進プロジェクト 

 

地方創生拠点整備交付金 

① 常盤学区における地方創生拠点整備プロジェクト 


